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　東海地域に辺長測量用の基線を新設し，光波測距をはじめた。これらは，牧ノ原台地の粟ケ

岳基線（ 粟ケ岳－女神，18.0km ）と三河湾の三ケ根山基線（ 三ケ根山－三河蔵王山，16.8km ）

である（ 第 1 図 ）。三ケ根山のふもとには 1946 年の三河地震のときに生じた深溝断層がある。

　これらの新設した基線の測距にあたっては測定精度を向上させるために，2 ～ 3 日間にわた

り 100 回以上の測定をしている。第 1 表に示した結果は，気温と気圧による補正の他に水蒸気

圧と測距儀の周波数変化による補正も行ったものである。向山基線の測定値にも新に水蒸気圧

の補正を加えたため前回報告した値とは若干ちがっている。第 1 図に示した直線は最小自乗法

で求めた歪速度である。向山基線の結果によると，1977 年 12 月から，1978 年 3 月にかけて

縮みがみとめられる。この縮みは 1978 年 1 月 14 日の伊豆大島近海地震と何らかのかかわり

のある現象かも知れない。尚，1978 年の半ば頃から，歪が停止したようにみうけられる。

　この測定は名古屋大学理学部付属地震予知観測地域センター測地移動班の調査であり，木股

文昭，山内常生が担当した。
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第 1 表　辺長の時間的変化

Table 1　Changes in the base-line length. 
(＊) ; the data observed under poor meteorological conditions.

第 1 図　各基線における歪量の変化
Fig. 1　Accumulation of horizontal strains. The data obtained under the poor meteorological conditions 

are indicated by open circles.
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